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栃木県ゴルフ場  (本グリーン/品種：ペンクロス)
処理日：2016/4/6 薬量：0.2ml/㎡  0.4ml/㎡ 水量：250ml/㎡ 調査・撮影日：2016/5/12(処理36日後)
結果：無処理区に対し、0.2ml/㎡区、0.4ml/㎡区とも十分な殺草作用を示した。ベントに影響はなかった。

ベントグリーンにおける使用上の注意点

ベントグラスとスズメノカタビラの選択性は、吸収能力や代謝能力の違いによって生じると考えられていますが、ベントグラス
の吸収・代謝能力は生育状況によって大きく異なります。
特に夏期高温期のストレスを受けたベントグラスや、その後の回復に向け吸収能力が高まっているベントグラスにポアキュア
を処理すると、薬害を生じる場合があります。
従って処理時期や薬量については、それぞれのコースにおける事前試験により、確認する必要があります。

ポアキュアの製品概要

ベントグリーン内メヒシバに対する試験事例

東海地区ゴルフ場  (本グリーン/品種：L-93)
散布面積：350㎡
処理日：2016/6/20  薬量：ポアキュア0.3ml/㎡+茎葉処理剤A 0.2ml/㎡  水量：300ml/㎡

メヒシバは確認・カウント出来なかった。
十分な効果が確認出来た。

28株のメヒシバを確認。
例年に比べメヒシバの発生が激減している事から、ポアキュアと茎葉処理剤A
の混用処理による6月、1回処理の有効性が確認出来た。

調査結果

2016年7月25日（中間）
調査方法：本数調査

2016年8月27日

撮影日：2016/8/27(処理65日後)

本試験においてポアキュアと
茎葉処理剤Aとの混用処理
におけるベントグラスへの
安全性は確認済みです。





※本剤は低温下でまれに結晶化する場合がありますので、ご使用に際しては製品の性状を確認
　してからお使いください。結晶化していた場合は密栓して室温で溶解してからお使いください。
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